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1．緒言

環境過敏症は通常では問題にならないレベルの様々

な環境因子に対して,多臓器に様々な症状が発現す

る健康障害と考えられている1)。症状を引き起こす

環境因子としては,化学物質や電磁波,音,光等の

物理的因子,生物学的因子等が考えられる。環境因

子の種類によって既知の病名があり,化学物質によっ

て 症 状 が 出 る 例 は , 化 学 物 質 過 敏 症

(Multiplechemicalsensitivity:MCS)として知られて

いる。また,建物内の室内環境によって症状が発現

する場合は,シックハウス症候群に分類される。ま

た,近年,電磁波に対する過敏性を訴える患者も多

く報告されている1)。さらに,これらの環境に対す

る不耐性を重複して持つ患者が多いという報告もあ

る2)。また,環境過敏症は,過敏性を獲得するきっか

けとしても環境因子の関与が示唆されている。例え

ば,Miller3)は,過敏性を獲得するきっかけとなる環

境因子への曝露に注目してMCSをToxicantInduced

LossofTolerance(TILT)と表現している。TILTは

2段階の機序から成り,第1段階では化学物質への急

性または慢性の曝露によって耐性の喪失が起こり

(initiation),第2段階では以前は問題がなく多くの人

が問題とならないレベルの化学物質への日常的曝露

に耐えられなくなる(triggering)。また,黒岩ら4)は,
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環境ストレス過敏症について,3ステージ仮説(遺伝

的要因,発症要因,トリガー要因)を提唱している。

Hojoら5)は化学物質過敏症患者の発症要因,トリガー

要因の変化を調査したところ,1999年～2003年の調

査では自宅または職場・学校における新築・リフォー

ムが主であったが,約10年後の2012年～2015年の調

査では電磁波(場)曝露や香料入り製品の使用等が新

たに挙がっていたと報告している。このことから,

発症要因,トリガー要因となる環境因子が近年,多

様化していることが示唆される。以上のように,発

症,トリガーに関連する環境因子が多様であり,さ

らに変化していることが本症の特徴であり,この多

様性と変化が,病態解明や治療,環境対策における

難しさにつながっていると考えられる。

多様な発症要因,トリガー要因とその変化を明ら

かにするために重要となるのが,患者の訴えであり,

疫学的なエビデンスとして集める必要がある。これ

まで,環境過敏症の実態を把握するための様々な質

問票が開発され,疫学的調査に用いられてきた6)。

本稿では,これらの既存の環境過敏評価用の質問票

のなかの環境因子に関する質問項目の特徴を整理し

てまとめ,報告する。また,環境過敏を評価する質

問票の今後の展望についても述べる。

2．既存の環境過敏評価用質問票の環境因子に関す

る質問項目

表1に既存の環境過敏評価用の質問票の環境因子

に関する質問項目を示す。環境因子として化学物

質に関する項目を含むもの(QuickEnvironmental

ExposureandSensitivityInventory(QEESI)7),Brief

EnvironmentalExposure and Sensitivity Inventory

(BREESI)8)),室内環境に関連する項目を含むもの

(MM質問票9)),電磁波発生源に関する項目を含むも

の(Electromagnetichypersensitivity(EHS)質問票10)),

複合因子に関する項目を含むもの(TheEnviron-

mentalSymptom-AttributionScale(ESAS)11)),生活環

境と健康に関する調査票1,12))に分類された。それぞ

れの質問票についての論文が出版された年を調べる

と,MM質問票は1998年,QEESIは1999年,EHS質問

票は2007年,ESASは2013年であり,それぞれ作成さ

れた国は異なるが,室内環境,化学物質,電磁場,複

合因子(臭気／刺激性,建物関係,音,電磁場)と対象

となる環境因子が変遷,拡大していることが示唆さ

れる。また,質問票の環境因子の各下位尺度は10項

目前後で構成されているが,2020年の論文13)に掲載

されたBREESIは3問のみの質問から成る。これは,

より簡便に環境過敏度を把握するニーズを反映して

いると考えられ,環境過敏症がより身近な問題となっ

ていることの表れかもしれない。

3．環境過敏を評価する質問票の今後の展望

上記のように環境過敏を評価するための様々な質

問票が存在し,使用されている。ただし,多くは,

環境因子については症状の原因となる環境因子(ト

リガー要因)についての質問であり,発症のきっか

け(発症要因)についての質問を含む質問票は稀であ

る。そのため,発症要因とトリガー要因の関係につ

いての知見は不足していると考えられる。また,質

問票は,様々な症状についての質問を含むが,個々

のトリガー要因とは紐づいていない。個々のトリガー

要因ごとに症状の種類を聞くことで,症状発現のメ

カニズムについて考察ができる可能性がある。さら

に,近年の生活環境,社会環境の急速な変化を考慮

すると,既存の質問項目には含まれない新たな環境

因子が問題となっている可能性も考えられる。以上

の点に基づき,既存の質問票の項目から症状に関連

する環境因子(トリガー要因)として,化学物質,室

内環境,電磁波発生源,音に関する項目を選び,新

たに環境過敏を評価するための質問票を作成した。

また,症状が出るようになったきっかけの環境因子

(発症要因)の有無とその時期や種類についての質問

を追加した。さらに,環境因子を探索的に抽出でき

るように項目のまとまり毎にそれぞれ自由記載欄を

追加した。今後は,作成した質問票を用いた調査の

結果から,自由記載欄に含まれる潜在的環境因子を

抽出し,質問票の質問項目に加えてアップデートす

る。その上で,アップデートした質問票を用いて大

規模調査を行い,疫学的なエビデンスを得ていく作

業が必要と考えられる。
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表1 既存の環境過敏評価用質問票の環境因子に関する質問項目

環境因子の区分 質問票 環境因子の種類 質問項目 文献

化学物質 QEESI 化学物質（吸入） ①車の排気ガス，②タバコの煙，③殺虫剤・除草剤，④ガソ

リン臭，⑤ペンキ・シンナーなど，⑥消毒剤・クリーナー，

⑦香料，⑧コールタール・アスファルト，⑨マニキュア・ヘ

アスプレー，⑩新車・室内装飾品臭

7)

化学物質（その他） ①塩素消毒水，②特定食物，③習慣性食物，④食後の不快感，

⑤カフェイン摂取反応，⑥カフェイン中毒反応，⑦アルコー

ル，⑧皮膚接触品，⑨医薬品，⑩生物的アレルゲン

日常生活障害

（化学物質や食物

による）

①食事，②仕事・学校，③新家具・調度品，④衣類，⑤旅行・

ドライブ，⑥化粧品・防臭剤，⑦社会活動，⑧趣味，⑨家族

関係，⑩家事

BREESI 化学物質（吸入） ①吸入化学物質 8)

化学物質（その他） ①医薬品，薬物治療等，②食物

室内環境 MM調査票 室内環境 ①隙間風，②室温が高すぎる，③室温の変化，④室温がひく

すぎる，⑤室内のよどんだわるい空気，⑥室内の乾燥した空

気，⑦室内の不快な臭い，⑧室内のよく電撃を引き起こす静

電気，⑨室内の受動喫煙，⑩室内での騒音，⑪室内の薄暗い

ライトまたはギラつきや反射を起こす光，⑫室内のほこりや

汚れ

9)

電磁波発生源 EHS質問票 電磁波発生源 ①パソコン，②家電製品，③蛍光灯，④電子レンジ，⑤携帯

電話，⑥テレビ，⑦送電線，⑧ラジオ/テレビ塔，⑨携帯電

話基地局

10)

複合因子 ESAS 臭気／刺激性 ①洗浄剤のにおい，②花/植物のにおい，③新しく塗装され

た表面からのにおい，④香水のにおい，⑤新しく敷かれたカー

ペットのにおい，⑥溶剤のにおい，⑦車の排気ガスのにおい，

⑧新しく印刷された新聞のにおい

11)

建物関係 ①カビのにおい，②よどんだ（「悪い」）空気，③ほこりや汚

れ，④機械的な単調な音/ブーンという音を立てる機械，⑤

隙間風，⑥乾燥した空気，⑦タバコの煙のにおい，⑧湿った

空気，⑨湿気による視覚的損傷（例：しみ，窓の結露，カー

ペットの剥がれ），⑩薄暗い光または，まぶしさを放つある

いは反射する光，⑪プラスチック，⑫低い室温，⑬高い室温

音 ①陶磁器からのカチカチ，カチャカチャ，カタカタと鳴る音，

②金づちで打つ音，③ラジオ/ステレオ/テレビから聞こえる

音，④音声，⑤紙が擦れる音，⑥交通騒音，⑦アラーム音，

同様の予期しない音，⑧携帯電話からの音（呼び出し音/会

話），⑨うねる換気/鈍いファン音

電磁場 ①家電製品（テレビ/ラジオ/ステレオなど）からの電磁場，

②携帯電話基地局からの電磁場，③ワイヤレスフォンからの

電磁場，④コンピューター/コンピューター画面からの電磁

場，⑤蛍光灯/低エネルギーランプからの電磁場，⑥他の人

の携帯電話からの電磁場，⑦電車移動での電磁場，⑧自分で

使用する携帯電話からの電磁場，⑨オフィス機器（コピー機

など）からの電磁場，⑩高圧送電線電磁場

生活環境と

健康に関す

る調査票

化学物質 QEESIの化学物質（吸入，その他），日常生活障害 1,12)

電磁波発生源 EHS質問票の電磁波発生源
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